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今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出への取り組み

研究開発まとめ

今後の展開

 シリカトロイド微小光共振器にて光カーコム発生(励起光強度： ~100 mW)

 光パルスの発生を実現 (繰り返し周波数： 850 GHz ～ 1.7 THz)

 光ファイバと微小光共振器素子のパッケージング技術を開発

 光カーコム発生の機構の解明

 発生する光パルスの安定化

 光カーコムから光周波数コムへ (周波数の安定化)

 パッケージング技術を利用して高感度センシング応用へ展開
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